


















1.本研究の目的 

心身障害の発生は妊娠・分娩・産褥・新生児を包括する周産期医療と密接な関係があり,

周産期医療を円滑にすすめるためには,ハイリスク,救急への対応が大きな課題となってい

る.一方,新生児は産科と小児科の谷間にあり,常に日の当る場所にあるとはいい難い.その

上,労務対策や医療経済など周産期医療の運営にあたっては,今後解決すべき点は少なくな

い。 

本研究は,わが国の周産期医療をよりよきものにするために,これら周産期医療をめぐる諸

問題を検討し,その結果をふまえて,厚生省に提言し今後の行政施策に資するのを目的とし

ている。 


